
華
や
か
に
歌
聖
祭
る
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鹿谷 勲

影
現
寺
で
の
法
会

柿
本
神
社
で
の
祭
典
‖
い
ず
れ
も
筆
者
提
供

４
月

日
午
後
、
葛
城
市

柿
本
を
訪
れ
た
。
「
チ
ン
ポ

ン
カ
ン
ポ
ン
祭
」
と
い
う
風

変
わ
り
な
名
前
の
お
祭
り
が

あ
る
か
ら
だ
。
近
鉄
御
所
線

近
鉄
新
庄
駅
を
降
り
る
と
す

ぐ
西
側
に
神
社
と
寺
が
あ

る
。境

内
の
北
側
に
柿
本
山
・

影
現
寺
の
宝
形
造
り
の
堂
と

庫
裏
、
南
側
に
柿
本
神
社
の

拝
殿
と
本
殿
が
建
っ
て
い

る
。
午
後
２
時
か
ら
、
人
麻

呂
大
明
神
の
本
地
仏
と
す
る

本
尊
十
一
面
観
音
の
前
で
法

要
が
始
ま
っ
た
。
関
係
者
の

み
で
実
施
と
事
前
の
報
道
が

あ
っ
た
の
で
、
外
か
ら
様
子

を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
だ
い

た
。
堂
内
に
は
地
元
の
区
長

や
役
員

人
ほ
ど
が
参
列
し

て
い
る
。
終
わ
る
と
３
時
か

ら
隣
の
神
社
で
、
祭
典
が
行

わ
れ
た
。
恒
例
の
ゴ
ク
マ
キ

は
昨
年
に
続
い
て
中
止
さ
れ

た
。柿

本
人
麻
呂
は
、
万
葉
集

第
一
の
歌
人
と
さ
れ
、
三
十

六
歌
仙
の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ

る
。
天
武
朝
か
ら
歌
人
と
し

て
の
活
動
を
始
め
、
持
統
・

文
武
朝
に
も
っ
と
も
華
や
か

な
作
歌
活
動
を
繰
り
広
げ
、

８
世
紀
初
め
ご
ろ
、
石
見
国

の
鴨
山
で
亡
く
な
っ
た
と
い

う
。
公
的
な
儀
礼
を
歌
い
、

天
皇
の
事
績
を
称
賛
し
、
恋

を
詠
み
、
人
の
死
を
悼
み
、

新
し
い
枕
詞
を
多
用
し
な
が

ら
荘
重
雄
大
に
、
ま
た
清
新

か
つ
沈
痛
に
多
く
の
長
歌
や

短
歌
を
作
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。

人
麻
呂
は
、
５
世
紀
以
来

の
大
氏
族
春
日
氏
（
和
珥
氏
）

の
一
族
で
、
家
門
に
柿
の
樹

が
あ
っ
た
の
で
柿
本
を
姓
に

し
た
と
い
う
こ
と
以
外
、
生

没
年
も
含
め
て
そ
の
生
涯
は

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
残
さ

れ
た
歌
の
数
々
に
よ
っ
て
、

「
歌
の
ひ
じ
り
」
（
『
古
今

和
歌
集
』序
文
）と
評
さ
れ
、

次
第
に
神
聖
視
・
伝
説
化
が

進
む
。
平
安
末
期
に
は
、
歌

会
の
前
に
人
麻
呂
像
に
香
華

供
物
を
さ
さ
げ
る
「
人
丸
影

供
」
「
人
丸
供
養
」
を
行
う

よ
う
に
な
る
。
和
歌
の
神
か

ら
、
「
ひ
ど
ま
り
（
ひ
‖
月

経
が
止
ま
る
、妊
娠
す
る
）
」

か
ら
安
産
の
神
に
、
さ
ら
に

火
除
け
の
神
と
し
て
民
俗
化

し
て
い
く
。
「
わ
が
宿
の
か

き
の
も
と
ま
で
焼
く
る
と
も

ひ
と
声
た
の
め

そ
こ
で

火
と
ま
る
」
と
書
い
た
札
を

貼
る
よ
う
に
な
る
。「
人
丸
」

が
「
火
止
ま
る
」
に
通
じ
る

か
ら
だ
。
「
ほ
の
ぼ
の
と
あ

か
し
の
う
ら
の
あ
さ
ぎ
り

に
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟
を

し
ぞ
思
ふ
」
と
い
う
人
麻
呂

の
歌
の
上
の
句
を
唱
え
て
寝

る
と
朝
早
く
目
覚
め
、
起
き

て
か
ら
下
の
句
を
唱
え
る
と

い
う
俗
信
も
生
ま
れ
た
。
人

麻
呂
の
本
貫
地
（
出
身
地
）

と
し
て
は
、
天
理
市
櫟
本
と

こ
の
葛
城
市
柿
本
の
両
説
が

あ
り
、
櫟
本
町
に
も
歌
塚
と

柿
本
寺
跡
が
残
る
。
県
内
で

は
橿
原
市
地
黄
町
に
葛
城

の
柿
本
神
社
か
ら
分
祀
さ
れ

た
と
い
う
人
麿
神
社
も
あ

る
。葛

城
市
の
柿
本
神
社
に
も

歌
塚（
人
麻
呂
塚
）が
あ
り
、

傍
ら
に
天
和
元
年
（
１
６
８

１
）
年
刻
の
「
柿
本
大
夫
人

麻
呂
之
墓
」
も
建
っ
て
い
る
。

当
時
の
郡
山
藩
主
松
平
信

之
が
建
て
た
も
の
で
、
撰
文

は
の
ち
に
幕
府
大
学
頭
と

な
る
林
直
民
（
信
篤
）
で
あ

る
。
顕
彰
の
経
緯
を
記
し
、

人
麻
呂
を
「
歌
林
之
仙
、
独

歩
絶
倫
者
也
」
と
評
し
て
い

る
。
折
口
信
夫
は
柿
本
氏

の
職
掌
を
「
巡
遊
令
人
」
と

し
て
い
る
が
、
各
地
を
巡
り

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
歌
に

す
る
能
力
は
「
異
能
」
と
見

な
さ
れ
、
長
く
人
々
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
。

チ
ン
ポ
ン
カ
ン
ポ
ン
と
各

種
の
楽
器
を
用
い
て
人
麻
呂

信
仰
に
根
ざ
し
た
華
や
か

な
法
会
が
か
つ
て
は
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。
（
奈
良
民

俗
文
化
研
究
所
代
表
）

‖
次
回
は

日


